
平成３０年度　有田町立大山小学校　学校評価結果

１　学校教育目標 ２　本年度の重点目標

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

教育活動

●心の教育 ・道徳教育の充実 ・道徳の時間の充実に努め、「考える道徳」の実践を継続す
る。
・様々な活動後に振り返りを行い、適宜承認・称賛を行うよう
にする。
・異学年交流の場を通して、上級生のリーダーとしての意識
を育て、自信や誇りを高めることで、自治能力も高めていく。
・「Q-Uテスト」を分析し、個に応じた指導を充実させる。

・「友だちの気持ちを考えて行動している」では
８７．１％、「自分や友だちの良さを見つけるこ
とができる」では８３．２％の児童が回答した。
・様々な活動で振り返りの活動を行い、できた
ことを称賛しあっていた。
・縦割り掃除や遊びなどを通して、6年生が
リーダーとしての自覚が育ち、自治能力が高
まっている。

・「考える道徳」の実践を継続する。
・道徳教育や普段の活動の中で、頑張ったこと
やできたことを認め合い、称賛する機会を多く持
ち、自己肯定感を高める。

教育活動

●いじめ問題
への対応

・いじめ問題の早期発見・
早期対応体制の充実

・年間を通して調査（職員・児童・保護者）を行い、実態把握
に努める。
・週１回の生徒指導連絡会で、気になる児童の情報共有を
行い、組織として対応する。
・「Ｑ－Ｕテスト」を２回実施し、その結果を活用することで、
個に応じた指導や学級経営の充実を図る。
・「心のアンケート」を毎月末に実施し、児童の心の変容の早
期発見に努める。

・年２回の実態調査と月１回「心のアンケート」
を実施したり、普段の観察や対話を強化した
りして、いじめの未然防止、早期発見・対応に
努めることができた。
・全職員で「Ｑ－Ｕテスト」分析の研修を行い、
児童理解に努め、個に応じた支援や学級の
「絆づくり」を行った。

・①定期的な実態調査、②職員による普段の観
察や対話等の強化、③生徒指導連絡会での情
報交換、④保護者や関係機関との連携などに努
める。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

教育活動

●学力の向
上

・「活用力」の向上
・「分かる授業」の工夫、実
践
・キャリア教育への取り組
み

・授業以外での学力向上
へ向けての取り組み

・学習状況調査結果の分析を行い、児童のつまずきや授業
改善のポイントを明らかにする。
・授業の「めあて」と「まとめ」を必ず明示する。
・授業において、「西部型授業」の学習過程を基本とし、「対
話活動」の場を確実に設定する。
・授業中や「読書タイム」、「さよならタイム」を効果的に活用
し、基礎学力の向上に努める。

・児童の実態に応じて個別指導をしたり、学習
内容に応じて授業形態を工夫したりしたが、
「授業が分かる」と回答した児童の割合は、８
６．４％であった。また、「12月調査」の結果も
県の平均を上回った。
・授業スタイルを確立し、全職員で学力向上に
取り組み、基礎学力の定着と活用力の育成も
図ることができた。

・今年度の具体的方策を継続するとともに、より
効率的で効果的に行うため、家庭学習の工夫と
教材の共有化を図っていく。

教育活動

○特別支援
教育並びに
教育相談の
充実

・特別支援教育並びに教
育相談の体制の確立

・「報告・連絡・相談」の徹底を図るとともに、水曜日放課後
の生徒指導連絡会で情報交換を継続して行う。
・保護者並びに関係機関と連携し、学校全体で個に応じた
支援を行う。
・個別の支援計画を作成する時間を確保し、継続して活用す
る。

・「支援を必要とする児童について理解し、支
援や指導に取り組んでいる」と回答した教職
員が８３％。
・保護者並びに関係機関と連携し、個に応じ
て迅速かつ適切、丁寧に対応することがで
き、校内体制がきちんと機能できている。

・「報告・連絡・相談」の徹底を図るとともに、水曜
日放課後の生徒指導連絡会で情報交換を継続
して行う。そのことにより、一人一人の児童をよく
見つめ、丁寧に対応する教育を推進する。
・次年度の就学に向けての支援委員会を今年度
中に持つ。

教育活動

○読書の推
進

・児童の読書習慣の確立 ・個人の図書貸出冊数の目標を設定させたり、月１週の読書
週間や年２回の「図書まつり」を位置づけたりして、読書意欲
を喚起する。
・月１回のノーテレビ・ノーゲームデーの取組を継続し、家庭
での読書を推進する。

・年間図書貸出冊数については、低学年は９
９％、中学年は７７．７％、高学年は９６．３％
の達成率だった。また、「進んで読書をしてい
る」と回答した児童は、７８．４％であった。中
学年の読書意欲を高める工夫が必要である。

・今年度の具体的目標を継続し、読書の推進に
努める。
・月１回のノーテレビ・ノーゲームデーの取組を
継続し、家庭での読書を推進する。
・全校的に貸し出しの時間を確保できるようにす
る。

学校運営

●業務改善・
教職員の働
き方改革の
推進

・学校運営組織力の向上 ・会議時間の設定や資料の事前配布等を確実に行う。
・企画委員会を中心として行事・企画を精選し、組織的に活
動しやすい環境を整える。
・級外による担任への協力や支援を行う。
・定時退勤日の確実な実施を行う。

・「『働き方改革』を意識し、効率的な業務の遂
行を心掛けている」と回答した教職員は６９．
３％であった。
・級外の担任への協力・支援は十分に行って
いた。

・会議は時間内に効率的に実施できるよう、資
料を事前に配布し予め目を通しておくことを徹底
させる。
・級外職員の担任への協力体制を継続させる。
・行事の精選と見直しを推進する。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

教育活動

●健康・体つ
くり

・運動習慣の改善や定着
化
・望ましい食習慣の形成

・「みんなで遊ぶ日」を設定したり、持久走やなわとびカード
を配布（活用）したりして、外遊びや運動を奨励する。
・年間２回「おにぎり弁当の日」を設定し、家族で食について
考える機会を設ける。

・具体的目標の達成率は８５．４％であった。
一方で外遊びや運動に対して抵抗を感じてい
る児童もいる。
・おにぎり弁当の日は家族で一緒に作ったり、
自分で作ったりして食について考えることがで
きた。

・今年度の具体的方策を継続するととも
に、新しい遊びや運動を紹介するとともに
運動することの楽しさを味わわせる。

教育活動

○生活指導
の充実

・気持ちの良い生活習慣
の確立

・生活のめあての内容を、毎月の重点指導内容に位置づけ
たり、良くできていることについては随時承認・称賛したりす
る。

・全校朝会時にめあての確認をすることで、児
童に意識を向けさせることができた。
・具体的目標の達成率は８９．４％である。生
活指導上気になることがあると、その都度指
導してきた。児童は気持ちの良い生活習慣を
身に付けつつあり、落ち着いた生活ができる
ようになった。

・今年度同様に、異学年交流（縦割り活動や集
団登校など）の場を設定し、上級生のリーダーと
しての意識を高める。そのことで自治能力を高
め、児童に自信をや誇りを持たせる。
・全職員が一貫した指導を行うよう共通理解を図
る。

学校運営

○危機管理
及び職員の
資質向上

・危機管理体制の整備 ・生活部で計画し、外部団体等の協力を得ながら、より効果
的な訓練等を実施する。
・安全点検等を定期的に行い、危険個所の把握と改善に努
める。
・実践的な研修の場を設定したり、ワークショップ型の研修
方法を取り入れたりして職員の参画意識を高め、職員連絡
会等の時間を使って、情報を提供したり考える場を設けたり
する。

・「危機管理意識をもって児童の安全教育を
行っている」は、７８．１％の回答結果だった。
・計画的に各種訓練を実施し、見直しをしてき
た。
・７月の大雨の際、全校児童の引き渡しがス
ムーズにできた。

・今年度に引き続き、いろいろな危機場面を想定
し、より実践的な研修の場を設定する。
・職員連絡会等の短い時間を使って、情報を提
供したり考えさせる場を設けたりする。
・日頃より情報交換を密にし、組織で対応してい
く。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

教育活動

○「地域に学
ぶ」教育（大
山学）の推進

・地域の「ひと・もの・こ
と」の活用

・各教科や総合的な学習の時間などを意図的に関連づけ、
児童の思いや願いを考慮し、体験活動を重視した学習を仕
組む。

・「意欲的に地域に学ぶことができた」と
回答した児童は、８１．４％であり、目標を
達成できた。

・今年度の体験活動を重視した学習を基本
に、有田町人材バンクも活用しながら、児
童の思いや願いを考慮した学習を仕組む。

学校運営

○情報発信 ・学校からの情報発信・
情報収集

・学校便りや保健便りなどのお便りを定期的に発行したり、
ホームページなどで学校の様子を知らせたりする。また、保
護者へのメール配信機能「はなまる連絡帳」を効果的に活用
していく。

・回答した保護者の割合は、「学校の様
子がよく分かる」８３．１％、「授業参観や
懇談会へ参加している」８０．２％であっ
た。学校の教育活動への関心が高い。

・ＨＰの更新を定期的に行うとともに、保護
者へのメール配信機能「はなまる連絡帳」
を効果的に活用し、保護者へ学校の様子
を理解してもらうようにする。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策

学校運営

○学校の対
応

・保護者の思いや願いへ
の対応

・保護者の願いや要望等については、「迅速・誠実・丁寧」を
合言葉に組織として対応することを徹底する。

・具体的目標の達成率は８３．８％であ
り、保護者の思いや願いにはおおむね対
応している。

・今後も保護者の願いや要望等について
は、「迅速・誠実・丁寧」を合言葉に組織とし
て対応したい。そのために「報告・連絡・相
談」体制を明確にする。

●は共通評価項目、○は独自評価項目

Ｂ

「おおいに学び　やさしく　まっすぐ伸び
る」大山っ子の育成

①児童が、自分のよさを見つけ、将来に向かってがんばることのできる学校
②児童が、自ら楽しく学び、楽しく活動できる学校
③児童が、きまりとルールを守り、安全に安心してすごすことのできる学校
④家庭や地域に開かれた学校

・普段の観察や児童とのコミュニ
ケーションを強化し、保護者やス
クールカウンセラーとの連携を図
る。

Ａ

Ｂ

②児童が自ら楽しく学び、楽しく活動できる学校

３　目標・評価

①児童が、自分の良さを見つけ、将来に向かってがんばることのできる学校

具体的目標

具体的目標 達成度

達成度

・道徳教育を通して、将来の夢や希
望を持たせる。
・自分と他人との違いを認め、自分
の良さを８５％以上の児童が感じる
ことができる。
・たてわり活動や異学年間交流を
図る。
・人間関係作りを重視した学級作り
を行う。

④家庭や地域に開かれた学校

Ｂ

Ａ

Ａ

③児童がきまりとルールを守り、安全に安心してすごすことができる学校

具体的目標 達成度

・避難訓練、防犯教室、交通安全
教室等を実施する。
・安心、安全な学校づくりに努め
る。

・「授業が分かる」と回答する児童
の割合を９０％以上にする。
・児童が主体的に活動し、言語活
動を通して思考力や表現力を高め
るような授業スタイルを作る。

・校内支援委員会が機能し、児童
に支援できたと回答する教職員を
９０％以上にする。

・年間図書貸出冊数が低学年１００
冊、中学年８０冊、高学年６０冊以
上の児童を８５％以上にする。

Ｂ

・組織体制の効率化と機能の強化
・会議や事務の効率化と多忙感解
消

・校内の体育的行事の充実。
・「進んで外遊びや運動（持久走や
なわとびなど）に取り組んでいる」と
回答する児童の割合を８０％以上
にする。
・健康教育推進のため、保護者へ
の啓発活動を行う。

具体的目標 達成度

本年度の重点目標に含まれない共通評価項目

具体的目標 達成度

・生活のめあて「大きな声で自ら挨
拶」「やりぬこうたてわり掃除と集団
登校」「守ろう学校のきまり」がきち
んとできていると思う児童を９０％
以上にする。

Ａ

Ａ

・「学校は、保護者の相談や要望に
誠実に対応している」と実感する保
護者の割合を９０％以上にする。 Ｂ

４　　本年度のまとめ　・　次年度の取組

〇今年度重点的に計画し取り組んできたことは、保護者や児童へのアンケート結果から、概ね達成できたことが窺える。また、保護者アンケートの自由記述欄には、たくさんの意見や提言
をいただいた。このことからも、本校の教育活動への関心が高く期待が大きいことが窺える。
〇来年度も地域に開かれた学校として、適切に情報を発信し、地域に学ぶ教育の推進に努めたい。本校教育目標を柱に、児童一人一人を大切にする教育を進め、実態に応じた学力の向
上、道徳教育の推進、健康・体力作り等にさらに力を入れ、知・徳・体のバランスのとれた児童の育成に努めたい。また、さらに全職員で共通理解・共通実践できる体制が整えていきたい。

・意欲的に地域に学ぶことができた
と回答する児童を８０％以上にす
る。 Ａ

・「学校の様子がよく分かる」と回答
する保護者の割合を８５％以上に
する。 Ｂ

重点目標を具体的に評価するための項目や指標を盛り込む

達成度 Ａ：ほぼ達成できた

Ｂ：概ね達成できた

Ｃ：やや不十分である

Ｄ：不十分である

資料


